


広報かみやま No.345 2



3 令和 5年 3月15日発行



広報かみやま No.345 4



5 令和 5年 3月15日発行



広報かみやま No.345 6



7 令和 5年 3月15日発行



広報かみやま No.345 8
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　令和 5 年 1 月 8 日、晴
天のもと、3年ぶりとなる
神山町消防出初式が行わ
れ、永年消防活動に功績の
あった団員の方々に対し表
彰状や感謝状が伝達されま
した。
　コロナ感染症拡大防止の
観点から、分列行進、一斉放水を取りやめ、規模を縮小しての開催となりました。井住消防団長か
らの告辞では、昨年町内で発生した家屋火災について、消防署と連携した迅速な消火活動により、
被害を最小限に留めることができたのは消防団の存在があってのことであり、今後、神山町に大規
模災害が発生した場合にも迅速に対応できるよう、新たな知識の習得や技術の錬磨に日々努力を重
ね、与えられた責務を果たさなければならないと、消防団の指針が示されました。
　また、昨年開催された徳島県消防操法大会に神山町の代表として出場した神領分団による消防操
法の披露も行われ、本大会での競技にも遜色しない素晴らしい演技を披露してくれました。出場さ

れた選手のみなさ
まをはじめ、神領
分団の今後ますま
すの活躍を期待し
ています。

神領分団による消防操法の披露 ラッパ隊による開会のファンファーレ

徳島県知事表彰の授与告辞を述べる井住消防団長

地
域
の
消
防
・
防
災
活
動
に
尽
力  

�

（
敬
称
略
・
か
っ
こ
内
は
所
属
と
階
級
）

徳
島
県
知
事
表
彰

　
功 

労 

章

　
一　
宮　
光　
博�

（
神
領
分
団
、
副
分
団
長
）

　
樫　
本　
　
　
浩�

（
広
野
分
団
第
2
部
、
団
員
）

　
川　
崎　
康　
生�

（
阿
川
分
団
第
2
部
、
団
員
）

　
西　
森　
英　
二�

（
鬼
籠
野
分
団
第
4
部
、
団
員
）

　
藤　
本　
　
　
昇�

（
神
領
分
団
第
7
部
、
団
員
）

徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

　
功 

績 

章

　
北　
内　
達　
二�

（
阿
川
分
団
第
5
部
、
班
長
）

　
河　
野　
　
　
進�

（
阿
川
分
団
第
1
部
、
団
員
）

　
宮　
本　
雅　
昭�

（
下
分
分
団
第
3
部
、
団
員
）

　
精 

績 

章

　
長　
野　
修　
治
（
下
分
分
団
、
副
分
団
長
）

神
山
町
消
防
出
初
式

神
山
町
消
防
出
初
式��

��

受
賞
者
名
簿

受
賞
者
名
簿

神山町消防出初式神山町消防出初式
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ラ
ブ
・
グ
レ
ッ
グ
ト
ー
マ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

 �（
広
野
分
団
第
1
部
、
団
員
）

　
中　
村　
利　
弘�

（
神
領
分
団
第
2
部
、
団
員
）

　
岩　
丸　
英　
哲�

（
神
領
分
団
第
2
部
、
団
員
）

　
内
助
の
功

　
桐　
本　
善　
弘　
　
妻 

信　
子

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
上
分
分
団
）

　
河　
端　
克　
己　
　
妻 
洋　
枝

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
阿
川
分
団
）

　
森　
下　
博　
文　
　
妻 

喜　
代

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
阿
川
分
団
）

　
井　
上　
邦　
夫　
　
妻 

佳
世
子

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
広
野
分
団
）

　
森　
　
　
　
　
敏　
　
妻 

安　
子

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
阿
川
分
団
）

　
特
別
表
彰

　
井　
住　
正　
三�

（
消
防
団
本
部
、
団
長
）

徳
島
名
西
警
察
署
防
犯
功
労
者
表
彰

　
鍛　
　
　
準　
二�

（
神
領
分
団
、
分
団
長
）

　
東　
谷　
雅　
史�

（
神
領
分
団
、
副
分
団
長
）

　
佐
々
木　
昌　
弘�

（
鬼
籠
野
分
団
、
副
分
団
長
）

徳
島
県
消
防
協
会
名
西
地
方
分
会
長
表
彰

　
千
代
田　
裕　
樹�

（
広
野
分
団
第
2
部
、
班
長
）

　
笠　
井　
法　
光�

（
下
分
分
団
第
5
部
、
班
長
）

　
佐
々
木　
政　
和�

（
鬼
籠
野
分
団
第
1
部
、
団
員
）

　
久　
保　
智　
也�

（
鬼
籠
野
分
団
第
3
部
、
団
員
）

　
駒　
形　
良　
介�

（
神
領
分
団
第
3
部
、
団
員
）

　
高　
橋　
宏　
徳�

（
神
領
分
団
第
3
部
、
団
員
）

神
山
町
長
表
彰

　
伊　
藤　
友　
宏�

（
上
分
分
団
第
2
部
、
部
長
）

　
島　
浦　
　
　
徹�

（
阿
川
分
団
第
5
部
、
部
長
）

　
坂　
東　
宏　
則�

（
広
野
分
団
第
5
部
、
班
長
）

　
阿　
部　
　
　
悟�

（
阿
川
分
団
第
2
部
、
班
長
）

　
山　
下　
実　
則�

（
広
野
分
団
第
2
部
、
団
員
）

　
楠　
上　
輝　
彦�

（
阿
川
分
団
第
3
部
、
団
員
）

　
佐
々
木　
裕　
之�

（
鬼
籠
野
分
団
第
1
部
、
団
員
）

　
中　
川　
安　
敏�
（
神
領
分
団
第
1
部
、
団
員
）

　
新　
居　
伸
一
郎�
（
神
領
分
団
第
1
部
、
団
員
）

　
柳　
澤　
明　
寛�

（
神
領
分
団
第
1
部
、
団
員
）

　
朝　
倉　
健　
斗�

（
神
領
分
団
第
1
部
、
団
員
）

　
金　
澤　
光　
記�

（
神
領
分
団
第
3
部
、
団
員
）

　
西　
　
　
秀　
人�

（
神
領
分
団
第
4
部
、
団
員
）

　
瀧　
上　
彰　
人�

（
神
領
分
団
第
4
部
、
団
員
）

　
笹　
川　
大　
輔�

（
下
分
分
団
第
1
部
、
団
員
）

　
瀧　
本　
昌　
平�

（
下
分
分
団
第
2
部
、
団
員
）

　
加　
藤　
宏　
行�

（
下
分
分
団
第
2
部
、
団
員
）

　
兼　
村　
雅　
彦�

（
上
分
分
団
第
2
部
、
団
員
）

　
今
回
の
受
賞
を
契
機
と
し
ま
し
て
、
皆
様
の
活
躍

が
今
後
ま
す
ま
す
発
展
し
、
さ
ら
に
飛
躍
さ
れ
ま
す

こ
と
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

退
職
消
防
団
員
感
謝
状

　
森　
　
　
栄　
幸�

（
元
上
分
分
団
第
2
部
、
部
長
）

　
和　
田　
州　
英�

（
元
上
分
分
団
第
2
部
、
班
長
）

　
尾　
道　
優　
介�

（
元
広
野
分
団
第
4
部
、
団
員
）

　
阿　
部　
三　
樹�

（
元
広
野
分
団
第
4
部
、
団
員
）

　
相　
原　
利　
章�

（
元
阿
川
分
団
第
5
部
、
団
員
）

　
松　
本　
哲　
次�

（
元
神
領
分
団
第
6
部
、
団
員
）

　
松　
原　
和　
彦�

（
元
上
分
分
団
第
1
部
、
団
員
）

　
長
年
に
わ
た
り
消
防
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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令
和
5
年
神
山
町
議
会
第
1
回
臨
時

会
が
1
月
31
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

本
臨
時
会
で
は
、
3
議
案
を
審
議
し
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　
広
報
か
み
や
ま
で
は
、
議
案
を
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

■�

令
和
4
年
度
神
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
7
号
）
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
3
8
6
万
9
千

円
を
追
加
し
ま
し
た
。
追
加
さ
れ
た
事

業
を
紹
介
し
ま
す
。

　
出
産
・
子
育
て
支
援
給
付
金
（
歳
出

2
0
0
万
円
）
…
出
産
子
育
て
支
援

ギ
フ
ト
事
業
と
し
て
、
令
和
4
年
4
月

か
ら
令
和
5
年
3
月
ま
で
に
出
産
又
は

出
産
予
定
の
方
及
び
妊
娠
届
提
出
予
定

の
方
に
対
す
る
給
付
金
。
対
象
者
に
出

産
応
援
ギ
フ
ト
5
万
円
と
子
育
て
応
援

ギ
フ
ト
5
万
円
が
そ
れ
ぞ
れ
現
金
給
付

さ
れ
ま
す
。

■�

令
和
４
年
度
神
山
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）
に

つ
い
て

　
歳
入
歳
出
増
減
な
し
。
葬
祭
費
の
不

足
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
10
万
円
分
に

つ
い
て
基
金
積
立
金
を
減
額
し
、
葬
祭

費
を
増
額
す
る
も
の
。

■�

令
和
4
年
度
神
山
中
学
校
（
屋
内
運

動
場
）
建
設
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

　
令
和
5
年
1
月
19
日
に
行
わ
れ
た
指

名
競
争
入
札
の
結
果
に
つ
い
て
議
決
し

ま
し
た
。

　
請
負
額　
11
億
2
、2
0
0
万
円

�

（
消
費
税
含
む
）

　
受
注
者　

　
　
香
川
県
高
松
市

　
　
太
田
下
町
2
2
7
4

－

3

　
　
（
株
）フ
ジ
タ　
四
国
支
店

�

　
支
店
長　
川
上
正
晴

神
山
町
議
会

第 

1 

回 

臨 

時 

会

�

3
議
案
を
可
決

vol.vol.

77神山町商工会より
　商工会の山田です。今回は、清水造林の清水宏耕さんにお話を伺いました。
どうして神山町で林業をしているのですか？ �
清水さん「大阪出身で、京都で仕事をしていたのですが、田
舎暮らしへの憧れから徳島県に来ました。林業をやろうと思っ
た理由は、徳島でする仕事はなんだろうと考えた時に農業に
興味を持てなかったので林業かなと…。最初、木屋平の会社
に就職して、そこで林業を学びました。その後退職し、一年
半ほど徳島中央森林組合で働いたのちに独立しました。現在
は、町内で山の木々の間伐や町内外問わず伐るのが困難な木
の伐採（特別伐採）などをやっています。」
普段どんなことを考えながら作業していますか？ �
清水さん「普段は木と会話をしながら仕事してます（笑）現場の特徴や周辺の環境によって
どの木からどのように切っていくのが最善なのかを考えています。」
やりがいを感じる時はどんな時ですか？ �
清水さん「月並みですが、発注してくれた方が喜んでいる姿を見たり、間伐した山の所有者
の方から『おかげで山が明るくなったわ』と言ってくれたりすると仕事の励みになりますね。」
今後の展望などなにか考えていることはありますか？ �
清水さん「規模を広げたいとは思ってないです。でも人を何人か雇いたいとは思っています。
林業に携わっている人が減ってきているので若い人が沢山増えて欲しいです。」
最後に広報を読んでいる方に一言！ �
清水さん「どんな木でも、困った木があれば伐採しますのでよろしくお願いします。」
　木の伐採作業は遠くから見たことはあったのですが、実際作業現場に入り切り落とされた木を間近で見たのは
初めてだったのでとても貴重な経験となりました。� （神山町商工会・山田優花）
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徳島税務署からのお知らせ

　令和 5年10月 1日から、消費税の仕入税額控除の方式として適格請求書等保存方式（インボイス
制度）が実施されます。
　事業者の皆様には、インボイス制度について理解を深めていただき、インボイス制度の実施に向け
て必要な準備を進めていただくため、インボイス制度等説明会を開催しますので、是非ご参加ください。
インボイス制度説明会（消費税の仕組みから知りたい方向け）
インボイス制度の概要に加えて、消費税の基本的な仕組み等について説明します。

開催日時 開催場所 定員 お問い合わせ先

令和 5年 4月25日（火）
� 10：00～11：00

徳島税務署　別館会議室
（徳島市幸町三丁目54番地） 25名

徳島税務署　総務課
℡088－622－4131（代表）

令和 5年 5月23日（火）
� 10：00～11：00 徳島税務署　3階大会議室

（徳島市幸町三丁目54番地） 40名
令和 5年 6月15日（木）
� 10：00～11：00

※　説明会の最後に共催団体よりインボイス制度関係の助成金などの説明を行います。

インボイス制度説明会（登録申請相談会）
インボイス制度の概要を説明後、希望される方を対象に申請手続きのサポートを行います。

開催日時 開催場所 定員 お問い合わせ先

令和 5年 4月26日（水）
� 10：00～11：00

徳島税務署　別館会議室
（徳島市幸町三丁目54番地） 25名

徳島税務署　総務課
℡088－622－4131（代表）

令和 5年 5月24日（水）
� 10：00～11：00 徳島税務署　3階大会議室

（徳島市幸町三丁目54番地） 40名
令和 5年 6月16日（金）
� 10：00～11：00

※　説明会の最後に共催団体よりインボイス制度関係の助成金などの説明を行います。

※�　説明会開催日程等の最新情報は、高松国税局ホームページ内「税に関する情報」
の「消費税のインボイス制度説明会に関するお知らせ」をご参照ください。

徳島税務署　【共催】徳島税務署管内青色申告会連合会
　　　　　　　　　 （公社）徳島法人会、徳島間税会

事業者
の皆様

へ 要事前
予 約

消費税インボイス制度等説明会について消費税インボイス制度等説明会について

○会場収容人数の都合上、事前予約制としますので、事前に問合せ先まで申込みをお願いします。
○新型コロナウイルス感染症等拡大状況によっては、中止又は延期する場合がございますので、あらかじめご了承ください。
○感染症拡大防止の観点から、マスクの着用、手指消毒などのご協力をお願いいたします。
○代表電話にお問い合わせいただく際は、自動音声案内にしたがって、「2」を選択してください。
○説明会場の駐車場には限りがございます。ご来場の際には、乗り合わせや公共交通機関等をご利用ください。

●インボイス制度等説明会にご参加いただく方へ
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Information from Kamiyama Town Hall

役場からのお知らせ

税
務
保
険
課

令
和
5
年
度
か
ら
町
税
の
納
付

方
法
が
新
し
く
追
加
さ
れ
ま
す

　
令
和
5
年
度
か
ら
今
ま
で
の
納
付
方

法
（
金
融
機
関
で
の
納
付
、
口
座
振

替
）
に
加
え
、
納
付
書
に
印
刷
さ
れ

る
「eL-Q

R

」（
二
次
元
コ
ー
ド
）
を

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
か
ら

読
取
り
、
地
方
税
共
通
納
税
シ
ス
テ
ム

（eLTAX

）
の
「
地
方
税
お
支
払
サ
イ

ト
」
を
利
用
し
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
に

よ
る
納
付
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

【
対
象
税
目
】

　
町
県
民
税　
　
固
定
資
産
税

　
軽
自
動
車
税　
国
民
健
康
保
険
税

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
方
税
共

同
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
納
入
通

知
書
裏
面
に
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

に
つ
い
て

　
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
及
び
家
屋
価

格
等
縦
覧
帳
簿
を
次
の
と
お
り
関
係
者

の
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

○
縦
覧
期
間

　
令
和
5
年
4
月
1
日
～
5
月
31
日

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

○
縦
覧
時
間

　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

○
縦
覧
場
所

　
神
山
町
役
場　
税
務
保
険
課

※�

「
関
係
者
」
と
は
町
内
に
所
在
す
る

土
地
及
び
家
屋
に
対
し
て
課
税
す
る

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
・
納
税

管
理
人
及
び
納
税
義
務
者
の
委
任
状

を
持
っ
た
代
理
人
な
ど
固
定
資
産
税

に
直
接
関
係
の
あ
る
人
を
い
い
ま

す
。

※�

縦
覧
に
は
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免

許
証
な
ど
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

総
務
課

南
海
ト
ラ
フ
地
震
　
臨
時
情
報

を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
と
は
、
静
岡
県
駿

河
湾
か
ら
宮
崎
県
日
向
灘
沖
に
か
け
て

の
プ
レ
ー
ト
境
界
を
震
源
域
と
し
て
、

過
去
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
巨

大
地
震
で
す
。

　
地
震
の
予
知
は
現
代
の
科
学
技
術
で

は
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
予
知

に
代
わ
る
仕
組
み
と
し
て
「
南
海
ト
ラ

フ
地
震
臨
時
情
報
」
の
運
用
が
始
ま
り

ま
し
た
。
予
知
ほ
ど
の
確
度
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
少
な
く
と
も
事
前
に
備
え
行

動
出
来
ま
す
。

　
臨
時
情
報
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発

生
確
率
が
高
ま
っ
た
と
評
価
さ
れ
た
場

合
、
気
象
庁
が
発
表
し
ま
す
。

　
神
山
町
で
は
、
臨
時
情
報
が
発
表
さ

れ
た
場
合
、
町
内
全
域
に
高
齢
者
等
避

難
準
備
情
報
が
発
令
さ
れ
ま
す
。
高
齢

者
等
以
外
の
方
も
必
要
に
応
じ
、
避
難

や
避
難
準
備
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

住
民
課

広
域
火
葬
場
建
設
予
定
地
に
つ

い
て

　
神
山
町
、
石
井
町
、
板
野
町
の
3
町

に
よ
る
広
域
火
葬
場
整
備
に
つ
い
て
、

こ
の
度
、
建
設
予
定
地
を
石
井
町
の
候

補
地
に
選
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
2
月
15
日
か
ら
19
日
に
石
井
町
に
お

い
て
地
元
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、
神
山

役場からの

Information 
from Kamiyama Town Hall

お 知 らせ

地震発生後の流れ

※ゆっくりすべり（スロースリップ）
普通の地震によるプレートのすべりよりもはるかに遅い速度で発生するすべり現象のこと

5～30分後 気象庁が南海トラフ地震臨時情報（調査中）発表

プレート境界の
M8以上の地震

プレート境界の
M7以上の地震 ゆっくりすべり それ以外

2時間後
（最短）

南海トラフ地震臨時情報
（巨大地震注意）

南海トラフ地震臨時情報
（巨大地震警戒）

南海トラフ地震臨時情報
（調査終了）

発生 想定震源域周辺で
M6.8 以上の地震が発生

想定震源域周辺で通常とは異なる
※ゆっくりすべりが発生した可能性
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Information from Kamiyama Town Hall

役場からのお知らせ

町
、
板
野
町
か
ら
も
代
表
者
が
説
明
会

に
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
3
町
が
協
力
し
計
画
が
進

む
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

農
業
委
員
会

神
山
町
賃
借
料
情
報

　
農
地
法
52
条
の
規
定
に
基
づ
き
市
町

村
ご
と
に
賃
借
料
情
報
の
提
供
を
行
う

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
2
年
1
月
か
ら
令
和
4
年
12
月

ま
で
に
町
内
で
締
結
（
公
告
）
さ
れ
た

賃
貸
借
に
お
け
る
賃
借
料
の
平
均
額

（
10
ア
ー
ル
あ
た
り
）
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

※�

な
お
、
こ
の
「
賃
借
料
情
報
」
は
調

査
期
間
中
に
有
償
で
貸
し
借
り
さ
れ

た
事
例
の
集
計
値
で
あ
り
、
拘
束
力

は
あ
り
ま
せ
ん
。
賃
借
料
決
定
の
参

考
と
し
て
提
供
す
る
も
の
で
す
の

で
、
実
際
の
貸
し
借
り
の
契
約
の
際

に
は
、
貸
し
手
と
借
り
手
で
よ
く
話

し
合
っ
て
賃
借
料
を
決
め
て
く
だ
さ

い
。

教
育
委
員
会

神
山
中
学
校
（
屋
内
運
動
場
）

建
設
工
事
が
始
ま
り
ま
す

　
神
山
中
学
校
の
新
し
い
屋
内
運
動
場

（
体
育
館
）
の
工
事
が
中
学
校
校
舎
北

側
（
町
民
体
育
館
跡
地
周
辺
）
に
お
い

て
始
ま
り
ま
す
。
請
負
業
者
は
、
㈱
フ

ジ
タ
四
国
支
店（
香
川
県
高
松
市
）で
、

請
負
額
は
11
億
2
、2
0
0
万
円
（
消

費
税
等
込
み
）
で
す
。

　
新
施
設
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

（
一
部
鉄
骨
造
）、
2
階
建
、
高
さ
約
12

ｍ
、
延
床
面
積
2
、1
8
7
㎡
ほ
ど
の

建
物
で
す
。

　
新
施
設
は
町
民
体
育
館
及
び
公
民
館

の
機
能
も
有
し
て
お
り
、
1
階
に
ア

リ
ー
ナ
、
調
理
室
、
授
乳
・
救
護
室
、

事
務
室
等
を
、2
階
に
会
議
室
、和
室
、

更
衣
室
等
を
配
置
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
も

設
置
し
ま
す
。
1
階
の
ア
リ
ー
ナ
で
は

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

以
外
に
テ
ニ
ス
や
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
も
で

き
る
仕
様
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

災
害
時
に
は
避
難
所
と
し
て
の
利
用
も

想
定
し
て
お
り
ま
す
。
駐
車
場
や
駐
輪

場
に
つ
い
て
は
建
物
の
西
側
に
整
備
し

ま
す
（
普
通
車
74
台
等
）。

　
令
和
6
年
3
月
末
ま
で
に
完
成
で
き

る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
ら
、
周
辺
の

皆
様
方
等
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

は
、
随
時
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す
。

〈
完
成
予
想
図
〉

各課へのお問い合わせ
TEL IP

総務課 676-1111 2000　
2001

議会事務局 676-1511 2002
教育委員会 676-1522 2009
建設課 676-1514 2015
産業観光課 676-1118 2007
農業委員会 676-1119 2008
健康福祉課 676-1114 2004
地域包括支援センター 676-1185 2031
住民課 676-1113 2003
税務保険課 676-1115 2005

平均額
( 円 )

最高額
( 円 )

最低額
( 円 )

データ
件数

田
（水稲） 17，946 92，592 1，000 21件

（38筆）

畑
（普通畑） 11，765 50，000 1，000 16件

（47筆）

畑
（樹園地） 13，498 45，000 3，175 18件

（38筆）
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Information from Kamiyama Town Hall

役場からのお知らせ
TOWN EVENTS

まちの出来事神山町

みんなの意見を反映させよう！みんなの意見を反映させよう！
選挙は棄権しないよう投票しましょう。選挙は棄権しないよう投票しましょう。

　今年は 4年に一度の統一地方選挙の年です。
　神山町では、4月に徳島県知事選挙と徳島県議会議員一般選挙、神山町長選挙が行われる予定です。
また、12月には神山町議会議員一般選挙が予定されています。
　最近、選挙の投票率低下が問題となっていますが、選挙への参加の重要性を有権者一人ひとりが
認識し、自らの意志を投票で示すことが、民主政治をささえることになります。

●選挙の投票日当日に投票所へ行けない方は、次のような方法で投票することができます。
⑴期日前投票
　�　投票日当日に仕事や旅行、その他の用事などで投票所に行くことができない方は期日前投票
ができます。
　【期日前投票場所】神山町役場 2階鶯宿（202会議室）
　【投　票　時　間】午前 8時30分から午後 8時まで
⑵選挙人名簿登録地以外における不在者投票
　�　期日前投票期間も含め投票日に長期の仕事や旅行などで神山町以外の市区町村に滞在してい
る方は、神山町選挙管理委員会へ直接または郵送で投票用紙等の請求をしていただくと滞在地
で不在者投票をすることができます。
⑶指定病院等における不在者投票
　�　徳島県選挙管理委員会が指定した病院や老人ホーム等に入院・入所していて、投票日当日に
投票に行けない方は、指定された病院や老人ホーム等で不在者投票をすることができます。
⑷郵便等による不在者投票と特例郵便投票
　�　身体障害者手帳、戦傷病者手帳、介護保険被保険者証をお持ちの方で、障害や要介護度の程
度が定められた等級に該当される方は、自宅などで郵便による不在者投票ができます。なお、
郵便等による不在者投票で投票を行うには「郵便等投票証明書」が必要となりますので、投票
が始まる前に申請をしてください。
　�　また、新型コロナウイルス感染症で宿泊・自宅療養等をしている方で、一定の要件に該当す
る方は、特例郵便投票を行うことができます。詳しくは神山町ホームページをご覧いただくか、
選挙管理委員会へ直接お問い合わせください。

神山町選挙管理委員会（088－676－1113）

『第20回統一地方選挙のお知らせ』投票日『第20回統一地方選挙のお知らせ』投票日
徳島県知事選挙 4月 9日（日）

（期日前投票・不在者投票期間 3月24日から 4月 8日まで）

徳島県議会議員一般選挙 4月 9日（日）
（期日前投票・不在者投票期間 4月 1日から 4月 8日まで）

神山町長選挙 4月23日（日）
（期日前投票・不在者投票期間 4月19日から 4月22日まで）
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令
和
4
年
度

神
山
町
卓
球
大
会

　
令
和
4
年
度
神
山
町
卓
球
大
会
を
2

月
5
日
（
日
）、
旧
下
分
小
学
校
体
育

館
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
3
年
ぶ

り
と
な
る
今
大
会
は
、
一
般
選
手
、
神

山
中
学
校
か
ら
総
勢
25
名
の
参
加
が
あ

り
、
男
女
別
に
3
名
リ
ー
グ
で
予
選
を

行
い
、
各
リ
ー
グ
の
上
位
2
名
が
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。一
般
、

中
学
生
が
混
ざ
る
、
世
代
を
超
え
た
熱

い
戦
い
と
な
り
ま
し
た
。

　
男
女
別
個
人
戦
の
入
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

男
子
の
部
　
　
優
　
勝
：
大
家
　
稔
喜

　
　
　
　
　
　
準
優
勝
：
藤
川
　
貴
司

　
　
　
　
　
　
第
3
位
：
河
野
宗
一
郎

女
子
の
部
　
　
優
　
勝
：
藤
川
美
衣
奈

　
　
　
　
　
　
準
優
勝
：
立
石
せ
り
か

　
　
　
　
　
　
第
3
位
：
廣
澤
千
賀
代

神
山
町
の
人
権
相
談
と
行
政

相
談
に
つ
い
て

　
神
山
町
で
は
毎
月
11
日
役
場
で
人
権

相
談
と
行
政
相
談
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
と
行
政

相
談
委
員
が
人
権
に
関
す
る
困
り
ご
と

や
国
の
施
策
に
関
す
る
要
望
な
ど
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※�

開
催
の
お
知
ら
せ
は
相
談
日
の
前
日

に
防
災
無
線
で
放
送
さ
れ
ま
す
。

※�

6
月
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
の

た
め
、
6
月
1
日
に
人
権
行
政
相
談

を
実
施
し
ま
す
。

※�

相
談
は
本
人
の
意
向
を
聞
き
、
問
題

解
決
に
む
け
て
一
緒
に
考
え
て
い
き

ま
す
。

TOWN EVENTS
まちの出来事神山町

KAMIYAMA
TOWN EVENTS

まちの

神山町
出来事

その他の

Other Information

お 知 らせ

開
催
日
時
毎
月
11
日

（
休
日
は
翌
日
に
延
期
）

午
後
1
時
～
午
後
4
時

場
　
　
所

神
山
町
役
場

※�
7
月
は
広
野
公
民
館
、
12

月
は
上
分
公
民
館
で
の
開

催
と
な
り
ま
す
。

（
都
合
に
よ
り
変
更
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
）

令和 5年度　開設計画予定表
2023年

4月　 5月 6月 7月
広野 8月 9月 10月 11月 12月

上分
11
（火）

11
（木）

1
（木）

11
（火）

10
（木）

11
（月）

11
（水）

13
（月）

11
（月）

2024年
1月 2月 3月
11
（木）

13
（火）

11
（月）
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Other Information

その他のお知らせ

「
と
く
し
ま
発
達
障
が
い
啓

発
イ
ベ
ン
ト
2
0
2
3
」
を

開
催
し
ま
す

日
時
　
4
／
8
（
土
）　
10
時
～

場
所
　
文
化
の
森
　
21
世
紀
館

内
容
　�

パ
ネ
ル
展
・
作
品
展
、
啓
発
映

画
上
映
、
個
人
相
談
会
等

　
「
徳
島
県
発
達
障
が
い
者
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
発
達
障
が
い
に
関

し
て
、
乳
幼
児
か
ら
成
人
ま
で
あ
ら
ゆ

る
年
齢
層
の
方

の
相
談
を
お
受

け
し
て
い
ま

す
。
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
電
話
に
て
ご

確
認
く
だ
さ

い
。

令
和
5
年
度
自
衛
官
募
集
に

つ
い
て

一
般
幹
部
候
補
生

　
各
自
衛
隊
の
幹
部
自
衛
官
と
な
る
者

（
飛
行
要
員
含
）を
養
成
す
る
制
度
で
す
。

　
採
用
と
同
時
に
陸
上
・
海
上
・
航
空

の
各
自
衛
隊
曹
長
に
任
命
さ
れ
、
幹
部

候
補
生
と
し
て
一
定
期
間
の
教
育
を
受

け
た
後
、
3
等
陸
・
海
・
空
尉
に
昇
任
、

幹
部
自
衛
官
と
な
り
ま
す
。

募
集
人
員
（
参
考　
令
和
4
年
度
）

　
陸　
約
1
8
1
名

�

（
う
ち
女
子
約
25
名
）

　
海　
約
94
名
（
う
ち
女
子
12
名
）

　
空　
約
86
名
（
男
女
の
区
分
な
し
）

資
　
　
格

　
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者
（
20
歳
以

上
22
歳
未
満
の
者
は
大
卒
（
見
込
含
）、

修
士
課
程
修
了
者
等
（
見
込
含
）
は
28

歳
未
満
）

受
付
期
限

　
令
和
5
年
3
月
1
日
～

�

令
和
5
年
4
月
14
日

試
験
期
日

　
1
次　
令
和
5
年
4
月
22
・
23
日

　
2
次　

�

令
和
5
年
5
月
26
～
6
月
1

日（
海・飛
行
要
員
は
3
次
有
）

※�

自
衛
官
の
募
集
種
目
に
つ
い
て
は
、

右
記
募
集
の
他
に
も
異
な
っ
た
募
集

案
内
が
あ
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
税
専
門
官
採
用
試
験
受
験

申
込
を
開
始
し
ま
す

○
受
験
資
格

1�　
平
成
5
年
4
月
2
日
～
平
成
14
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
者

2�　
平
成
14
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ

の
者
で
次
に
掲
げ
る
も
の

　
⑴�　
大
学
（
短
大
を
除
く
）
を
卒
業

し
た
者
及
び
令
和
6
年
3
月
ま
で

に
大
学
卒
業
見
込
み
の
者

　
⑵�　
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

○
申
込
受
付
期
間

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
：
令
和
5
年

3
月
1
日
（
水
）
9
時
～
令
和
5
年
3

月
20
日
（
月
）「
受
信
有
効
」

○
第
一
次
試
験
日

　
令
和
5
年
6
月
4
日
（
日
）

※�

2
0
2
3
年
度
よ
り
、
新
た
な
試

験
区
分
と
し
て
、
国
税
専
門
B
区
分

（
理
工
・
デ
ジ
タ
ル
系
）
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

海
上
保
安
庁
職
員
採
用
試
験

の
ご
案
内

　
徳
島
海
上
保
安
庁
で
は
海
上
保
安
学

校
学
生
（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）
と
海

上
保
安
官
（
大
学
卒
業
程
度
）
の
採
用

試
験
を
行
い
ま
す
。

　
申
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
受

け
付
け
ま
す
。
詳
細
は
問
合
せ
先
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

《お問い合わせ》
�
徳島県発達障がい者相談
支援センター
　ハナミズキ（小松島市）
　　0885－34－9001
　アイリス（美馬市）
　　0883－63－5211

《お問い合わせ》
�
自衛隊徳島地方協力本部　
鴨島地域事務所
　0883－24－7008
〈自衛官募集ホームページ〉

《お問い合わせ》
�
国税庁ホームページ

《お問い合わせ》
�
徳島海上保安部管理課
　0885－33－2246

広報かみやま No.345 18



Other Information

その他のお知らせ

19 令和 5年 3月15日発行



Other Information

その他のお知らせ

障害障害ののある方ある方へのへの虐待虐待ををみんなみんなでで防防ぎぎましょうましょう
平成24年10月 1日より「障害者虐待の防止、障害者の養護者に

対する支援等に関する法律（障害者虐待防止法）」が施行されています。
　身体・知的・精神（発達障害含む）の障害のある方に対する、養護者（家族・親族・同居人など）、障害者
福祉施設従事者等（障害者福祉施設や障害福祉サービス事業に従事する職員など）、使用者（本人を雇
用する事業主、事業所の上司・同僚）による次のような行為を障害者虐待といいます。

⃝障害者虐待に関するご相談は⃝
FAX：088-615-8551
Mail：m.abuse.prevention@gmail.comTEL：088-638-2770

★�事業所での事例検討や職場内研修
など権利擁護に関する内容には無
料で協力致します。

●電話でのご相談は24時間365日受け付けています
●連絡や相談をした人の名前などの情報（秘密）は守ります

名西郡障がい者虐待防止センター

障害者虐待とは？

身体的虐待 暴力などで身体に傷やアザ、痛み
を与える行為

叩く、つねる、殴る、蹴る。
ベッドに縛り付ける、意図的
に薬を過剰に与える等

たとえば

心理的虐待
高圧的な言葉や態度、無視や嫌が
らせなどによって苦痛を与えるよ
うな行為

子ども扱いする。怒鳴る。の
のしる、悪口をいう等たとえば

放棄・放任
介護や生活の世話をしている家族
等が、介護や世話を放棄するよう
な行為

食事や水分を与えない。必要
な受診を制限する。汚れた服
を着せ続ける等

たとえば

性的虐待 本人の合意もなく行う性的な行為
や、わいせつな行為

性的行為を強要する。本人の
前でわいせつな言葉を発す
る、または会話する等

たとえば

経済的虐待
財産や金銭の無断使用や本人が望
む金銭の使用を理由なく制限する
ような行為

年金や賃金を渡さない。本人
の同意なしに財産や預貯金
を処分・運用する等

たとえば

虐待されたら「やめて！」と言おう！
虐待を発見したら通報を !!
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肝臓について考えてみましょう
神山町の肝臓に関するデータ

肝臓はどんな仕事をするの？

お問い合わせ・健康に関するご相談は　神山町健康福祉課　676－1114　IP�2004

健　康
づくり
シリーズ

vol.142

がんの部位別標準化死亡比（H27～R1）

0

20

40

60

80

100

120

140

男 女 男 女 男 女 男 女
肝がん 胃がん 肺がん 大腸がん

令和 3年度　神山町国民健康保険特定健康診査結果

0 20 40 60 80 100

γ-GT（γ-GTP）

ALT（GPT）

AST（GOT）

割合（％）

検
査
項
目

受診勧奨判定値 保健指導判定値 正常値

13～16％の方に内臓脂肪の蓄積がみられます

肝臓が傷んでくるとどうなるか？

肝臓の細胞は傷んだ細胞を入れ替え
ますが、脂肪が多かったり、ウイル
スが邪魔をしてうまく入れ替えがで
きないと線維化します（肝細胞に血
液が流れなくなり細胞が死ぬ）

　特定健診や町が実施している肝
炎ウイルス検査で
肝臓の状態を知る
ことができます。
年に一度は健診を
うけて確認してみ
ましょう。

肝臓の機能はどうやって分かる？
　血液検査で分かります。自分の値をみてみましょう。

肝臓の機能が分かる検査

正常値
保健指導
判定値

受診勧奨
判定値

GOP ～30 31～50 51～

ＧＰＴ ～30 31～50 51～

γｰＧＴＰ ～50 51～100 101～

ウイルスの有無を確認する検査

有　・　無

有　・　無

Ｂ型肝炎

Ｃ型肝炎

肝細胞の中にある物質が血中
に多いということは肝細胞が
壊れた状態をあらわします

蛋白質の合成

糖などのエネルギーを合成

コレステロールの合成

胆汁の合成

糖や中性脂肪の貯蔵

アルコール・薬物を解毒

①食べた物（栄養）は小腸から
　吸収され肝臓に入る

②食べた脂肪や糖などの栄養素の
　代謝や毒物の解毒を行う（化学
　工場みたいな役割）

入口（門脈）入口（門脈）
③作られた栄養素を
　全身の細胞へ出し
　入れする

血液中へ
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在宅医療と介護の相談窓口のご案内
介護
予防
シリーズ

vol.84

地域包括支援センター TEL�088-676-1185　ＩＰ2031お問い合わせ

◇�地域包括支援センターでは、高齢者がより安心して住み慣れた地域での生活を送れるように、医
療と介護をつなぐ架け橋として相談窓口を設けています。

住み慣れた地域での治療に関すること・介護に関することなど困った時はお気軽にご相談ください

　住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最期まで続ける
ことができるよう医師・歯科医師をは
じめとする看護師や理学・作業療法士・
ヘルパーやケアマネージャー・栄養士
など多くの医療専門職がチームで治療
やケアを行っていくのが在宅医療です。

◆神山町地域包括支援センター� 電話：088－676－1185（IP2031）
　�　高齢者に関する相談窓口です。介護予防のアドバイスや医療機関の受診、介護保険サービ
ス等を利用する方法などの相談に応じています。
◆神山町役場　健康福祉課　介護保険係� 電話：088－676－1114（IP2004）
　介護についての一般的な相談や介護保険申請の受付などを行っています。

自宅で家族を看取りたいので、力
になってくれるお医者さんを探し
ている。どうしたらいいん？ 自宅で療養しているけれど家族が介

護で心身ともに疲れているみたい。
どこに相談したらいいん？

自分の身体の状態で利用できる
制度やサービス内容について知
りたい！

退院後に自宅に帰って治療や介護を始め
たいけれど、どこに相談したらいいん？

自宅に帰ってどんなご飯
したらいいん？
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火　災
　令和 4年の神山町での火災発生件数は 4件でした。内訳は建物火災
1件、その他火災 2件、林野火災 1件です。特に春先までは空気が乾
燥し、たき火や失火など人的要因による林野火災が全国的に多い時期
です。火を使用する場合は、消火の準備を行い後始末もしましょう。
火災は大切な生命・財産を一瞬で奪ってしまいます。

火の取り扱いは十分に注意して下さい。
救　急
　令和 4年神山消防署の救急出動件数は226件あり、193名を搬送しました。
　ドクターヘリを要請した事案は 4件、ドクターカーを要請した事案は 4件ありました。ドクター
ヘリを要請する事案は毎年数件あり、ドクターヘリ離発着時には大変危険ですので、近寄らないよ
うにお願いします。
　昨今、新型コロナウイルス感染症のまん延が危惧されています。救急隊が傷病者に対し流行地域
への移動歴、周囲の方に新型コロナウイルス感染者の有無及び接触を確認する事があります。医療
機関へ搬送する際には非常に重要な情報になりますのでご理解、ご協力よろしくお願いします。

令和4年神山消防署出動状況

▶電話�088－676－1199　　▶IP�2119　　▶FAX�088－676－1390
お問い合わせは、神山消防署まで

消防署
だより

ソーシャルメディアによる
徳島県警からの情報発信

徳島県警察
〈Facebook〉

徳島県警察
〈Twitter〉

徳島県警察
公式チャンネル
〈YouTube〉

駐在所
だより

徳島安全安心アプリ スマートポリス
１　防犯・交通情報マップ
　�　ユーザーの現在地を中心に県内の犯罪情報、不審者情報、交通事
故発生情報が、発生地点にマークが付きます。
２　お知らせ機能
　�　ユーザーが居住地を設定すると、同地域で発生している犯罪、不
審者、特殊詐欺のアポ電の情報等が画面にダイレクトに表示されま
す。
３　現在地送信機能
　�　家族でグループ登録すると「今から帰る」、「着いた」といった定型文とともに自分の
居場所を家族に地図送信することができ、安否確認や見守りに活用できます。

地
区
別
搬
送
数

傷
病
者
年
齢

事
故
種
別
搬
送
数

傷
病
程
度

上分 17名 周産期 1名

成人
45名

高齢者
146名

幼児 2名
少年 2名

鬼籠野
18名

阿野
41名

石井 4名

神領
82名

下分
34名 急病

137名一般
56名

自損 5名 重傷 22名死亡 9名

中等症
85名

軽症
80名

交通
15名

転院
17名

労災 3名
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モ
ノ
ス
ト
ッ
ク
と
は
？

　
モ
ノ
ス
ト
ッ
ク
は
、
空
き
家
片
付
け

で
出
る
不
用
品
を
リ
ユ
ー
ス
す
る
た
め

の
倉
庫
で
す
。
古
く
て
も
ま
だ
使
え
そ

う
な
家
具
家
電
、食
器
、古
道
具
な
ど
、

様
々
な
モ
ノ
を
保
管
し
て
い
ま
す
。
倉

庫
の
モ
ノ
を
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る

オ
ー
プ
ン
デ
ー
を
、
町
内
在
住
・
在
勤

の
方
を
対
象
に
、
定
期
的
に
開
催
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
な
お
、
ご
家
庭
か
ら
出
た
不
用

品
の
引
き
取
り
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
持
ち
込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

今
月
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
21
年
10
月
に
東
京
か
ら
ご
家
族
で
移

住
さ
れ
た
松
坂
智
美
さ
ん
を
紹
介
し
ま

す
。松
坂
さ
ん
は
、下
分
地
野
の
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
拠
点
に
、
自
分
史

制
作
事
業
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
移
住
前
の
暮
ら
し
〉

　
東
京
の
企
業
に
13
年
勤
め
て
い
ま
し

た
。
当
時
の
同
僚
で
あ
っ
た
夫
と
結
婚

し
て
子
供
が
産
ま
れ
、
時
短
勤
務
な
ど

の
制
度
を
活
用
し
て
仕
事
と
育
児
を
両

立
し
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
次
第

に
難
し
さ
を
感
じ
て
退
職
し
、
起
業
の

準
備
を
し
て
い
ま
し
た
。

〈
移
住
の
き
っ
か
け
〉

　
私
が
退
職
し
て
す
ぐ
、
夫
に
神
山
ま

る
ご
と
高
専
の
仕
事
へ
の
お
誘
い
が
あ

り
ま
し
た
。
夫
は
迷
っ
て
い
ま
し
た
が

「
こ
ん
な
機
会
は
滅
多
に
な
い
か
ら
」

と
私
は
彼
の
背
中
を
押
し
て
、
夫
の
転

職
に
伴
っ
て
家
族
の
移
住
が
決
ま
り
ま

し
た
。

〈
移
住
後
の
仕
事
〉

　
移
住
後
に
自
分
史
制
作
事
業
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
依
頼
主
か
ら
半
生
の
お

話
を
伺
い
、
写
真
や
文
章
で
そ
の
方
の

人
生
を
紹
介
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作

る
事
業
で
す
。
こ
の
事
業
を
は
じ
め
た

き
っ
か
け
は
、
10
年
前
に
祖
父
の
自
分

史
を
作
っ
た
こ
と
で
す
。
自
分
史
を
制

作
し
た
3
年
後
に
祖
父
は
亡
く
な
り
ま

し
た
が
、
葬
儀
の
参
列
者
の
多
く
が
祖

父
の
自
分
史
を
読
ん
で
く
れ
て
い
た
お

か
げ
で
、
ど
こ
か
寂

し
く
な
い
不
思
議
な

お
葬
式
を
経
験
し
ま

し
た
。
こ
の
と
き
、

自
分
史
に
秘
め
ら
れ

た
価
値
に
気
づ
き
、

一
人
で
も
多
く
の
方

の
作
品
づ
く
り
を
す

る
べ
く
奔
走
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
神
山
出
身
の
方
の
自
分

史
を
3
件
作
り
ま
し
た
。
自
分
史
を
制

作
し
て
い
る
と
、
そ
の
方
が
ど
ん
な
思

い
を
も
っ
て
神
山
で
暮
ら
し
、
地
域
と

関
わ
っ
て
き
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
の
苦
労
や
思
い
を
聞
く

と
、
そ
の

方
へ
の
親

し
み
や
神

山
へ
の
思

い
入
れ
が

深
く
な
り

ま
す
。

〈
移
住
後
の
暮
ら
し
〉

　

自
然
が
豊
か
で
散
歩
が
楽
し
い
で

す
。
家
主
さ
ん
が
畑
を
し
に
市
内
か
ら

通
わ
れ
て
い
て
、
娘
た
ち
も
お
手
伝
い

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
周
り
の
方

も
私
た
ち
家
族
を
温
か
く
見
守
っ
て
く

れ
て
、東
京
に
な
い
豊
か
さ
を
感
じ
ま
す
。

〈
今
後
の
抱
負
〉

　
神
山
の
方
々
の
自
分
史
を
作
る
こ
と

で
、
神
山
の
素
晴
ら
し
さ
を
違
う
角
度
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お問い合わせ
☎676-1177
IP: 2028

NPO
グリーンバレーの
伊藤・後藤が
お届けします。

松坂　智美　神奈川出身
　　　孝紀　東京出身　
　　　更良　東京出身　
　　　恵蒔　東京出身　
神領西青井夫在住

新
規
移
住
相
談
件
数

12
月
…
11
件
　
1
月
…
10
件

－ 空き家から出るモノを再利用 －
「モノストック」オープンデー
3／26（日）9時～12時
4／17（月）9時～12時
神領青井夫・旧国道沿い

自分史制作のインタビューの様子
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国 民

年
だより

金
基礎年金ともいわれ、国民皆年金制度により、20歳以上60歳未満の
すべての人が、加入しなければならない公的年金のこと。
一定額の保険料を納めることにより、老齢、障害、死亡によって、そ
の人や家族の生活が脅かされないように保障する社会保障制度の一つ
です。

国民年金とは  

　国民年金は、20歳以上であれば、学生も加入しなければなりません。
　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、
国民年金保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。
　対象となる方は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等
専門学校、専修学校及び各種学校（修業年限 1年以上である課程）に在学する学生等で、
ご本人の前年所得が次の計算式で計算した金額以下であることが条件です。

【所得の目安】128万円�＋�｛扶養親族等の数×38万円｝

　学生納付特例の承認期間は 4月から翌年 3月までとなりますが、承認を受けた次の
年度も在学予定である場合は、4月初めに再申請の用紙が届きます。
　引き続き、学生納付特例制度の申請をご希望の場合は、必要事項を記入の上、ご返
送ください。

国民年金保険料学生納付特例制度のご案内

　学生納付特例制度により、令和 4年度に保険料納付を猶予されている方で、令和 5
年度も引き続き在学予定の方へ、3月末に基礎年金番号等が印字されたハガキ形式の
学生納付特例申請書が送付されます。
　同一の学校に在学されている方は、このハガキに必要事項を記入して返送すれば、
令和 5年度の申請ができます。（この場合、在学証明書または学生証の写しの添付は不
要です。）
　なお、令和 5年度は学生納付特例制度を利用せず、保険料の納付を希望される場合は、
納付書を作成してお送りします。お手数をおかけしますが、お近くの年金事務所にご
連絡をお願いします。

国民年金保険料学生納付特例の申請について

詳しくは徳島北年金事務所　電話088-655-0200
または住民課年金係　電話088-676-1113（IP2003）までお問い合わせください。
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神山まるごと高専
開校に向けて

　いよいよ今年 4月に神山まるごと高専が開校します。昨年末から学
生の募集を開始し、ついに第 1期生44名が決定しました。
　開校を控える高専に、入試を終えた今考えることや、学生たちと始
まる新たな生活に何を想うのか聞いてみました。

　一般入試 1次試験では調査書を提出していただいた後、オンラインでの数学・国語の学力検査と、
その学力検査を含む、これまでの学習の過程を振り返る小論文審査を行いました。特に推薦入試と
違った点は、オンラインでの数学・国語・小論文の試験です。非常に珍しいオンラインでの入試を
実現したことで、全国といわず、海外からも受験をしていただきました。また、2次試験では、神山
町の農村環境改善センターで、テーマに沿ったモノづくりのワークショップ審査とグループ面接を
行いました。
　神山まるごと高専では「入学者を受け入れる方針」、つまりどんな人に入学してほしいかというこ
とを明確に示し、その方針と受験生とのマッチ度をはかる入試を行っています。ですから、数学・国語・
小論文の試験はその方針のうちの「情報を適切に処理する思考力がある」ことや「必要な学習を続
ける意欲があり、学んだことを活かせる」ことをはかるものであったり、ワークショップ選考や面
接は「ものづくりに興味や関心がある」ことや「多様な価値観を受けいれ、自分の意見を伝えられる」
こと、「正解のない問いに対して、独自の解を出せる」ことをはかるものであったりします。学力だ
けではない、とはいえ学ぶ力や意欲、思考力がしっかりとベースにあったうえでの、モノづくりへ
の関心や他者との関わりの力を、入試を通じて表現してもらうのが神山まるごと高専の入試です。

受験者について　受　験　者　数：164人（内推薦との併願者数：122人）
　　　　　　　　一次試験合格者：54人
　　　　　　　　最 終 合 格 者：25人

入試について

07

神山町と
神山まるごと高専

・理事長　寺田親弘
　�　いつも神山まるごと高専を応援いただき、本当にありがとうございます。
2019年の構想記者会見を開き、この神山まるごと高専のプロジェクトを発
表しましたが、4年という短い期間で学校開校まで迎えられることとなった
のは、皆様の応援やご理解、ご協力のおかげです。
　�　先日私も面接に入り、44名の 1期生となる学生を選出しました。皆様と
共に神山町で過ごす 5年間を、とても楽しみにしている学生たちです。開校後には、ぜひ、学生
と皆様との交流も増えていったら、とても嬉しく思います。100年、200年続く学校を目指し、
地域の皆様と共に歩んでいければと思います。途中、ご心配をかける場面もあるかもしれませんが、
本校スタッフ一同、学生たちにとって、そして地域の皆様にとって良い学校づくりを進めてまい
りますので、今後ともご協力を賜れましたら幸いです。

町民へのメッセージ
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・学校長　大蔵峰樹
　�　日頃より、神山まるごと高等専門学校へのご理解・ご支援ありがとうござ
います。おかげさまで第 1期生44名の顔ぶれが揃い、校舎や教職員など様々
な準備が整いつつあり、この春 4月に無事に開校を迎えられる運びとなりま
した。ひとえに町民の皆様のご協力なくしてはここまで来られなかったと感
じております。
　�　本校が目指す学生像は「モノをつくる力で、コトを起こす人」としており、言い換えると「口
だけでなく自分の手でモノづくりをし、つくった物を使って事業を起こせる人材」の育成を目指
しています。そのために実際の社会課題に取り組み、多くの経験を学生のうちから積み、学ぶこ
とが大切だと考えております。実社会の問題に取り組むには学校の中だけでは難しく、地域の皆
様にご協力をお願いすることも多くなると思いますが、ぜひお力をお貸しいただけますと幸いで
す。今後ともご支援・ご協力のほどよろしくお願いいたします。

　お気づきの方もいらっしゃるかと思いますが、「みる�町民町内
バスツアー」を配信しておりました神山町のYouTubeチャンネ
ル名が「かみやまチャンネル」になり、神山町の出来事や町から
お知らせしたいニュースを短い動画でお伝えするものへと生まれ
変わりました。地域アプリ「さあ・くる」でも確認でき、情報を
随時更新しておりますので、皆さんぜひ、お楽しみください。

編集後記

広報に関するお問い合わせ
神山町役場総務課
TEL.088-676-1111

［IP 2001］
soumu@kamiyama.i-tokushima.jp

https://www.town.kamiyama.lg.jp/
神山町

　今月号で毎号掲載していました高専の特集は終了です。
　長い準備期間を経てついに開校しますが、開校はゴールではなくスタートです。神山町に高専の
学生や教職員の皆様が加わることで、まちで何が起こるのかワクワクします。
　特集は終わりますが、
皆様に知ってほしいこと
などがあれば広報かみや
まを通じてお知らせして
いきますので、これから
も、引き続き高専に注目
していきたいと思いま
す。

神山まるごと高専スタッフ
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